
奈良発・リユースびん入り 大和茶 『と、わ（To WA）』 誕生。
みんなでつくる ｢わ｣

2012年11月21日、 東洋ガラスがお届けする一般びん

「Rドロップス」に新しい仲間が加わりました。奈良の豊

かな自然に育てられた 大和茶 『と、わ（To WA)』です。

■ 容器グラフィックデザイン公募から商品化までの流れ

『と、わ（To WA)』 は、生駒市、奈良市、奈良県庁など自治

体の売店での販売や、会議用のお茶として利用されてい

る他、県内の飲食店やホテルなどへの提供へと広がって

います。地域に根ざした価値ある商品作りが話題となり、

メディアでの注目度も高まっています。

今後も益 リ々ユースの「わ」が広がって行きそうです。

■ 『と、わ（To WA)』 とは…
古来より奈良で栽培され飲まれ続けてきた「大和茶」で「一服
の時間」を共有することは人と人の輪をつないでくれます。
約3000年もの間、人々に愛され続けているガラスびん。天然素
材で作られるこの容器は、社会に循環することの重要性を伝え
てくれます。『と、わ（To WA）』 は、人と人の「和」、人と環境をつ
なぐ「輪」となる商品の意から名づけられました。

〈Rドロップス〉

OF：231ml

“人と人、地域と環境の「わ」、「和」・「環」・「輪」を広げて
いくこと” をイメージしてデザインされています。

■「World Seed〈ワールドシード〉」HP …http://www.world-seed.com/

■リユースびん入り大和茶『と、わ（To WA)』HP …http://yamatocha-to-wa.com/

大和茶『と、わ（To WA)』は、リユースびんの普及を図り

活動を続けるNPO団体「World Seed〈ワールドシード〉」

（大阪府八尾市） が企画するプロジェクトから誕生し

ました。「World Seed」は2009年に大学生により設立

された団体で、近畿の大学生協にリユースびんを使っ

たお茶や清涼飲料水を導入した実績があります。同

団体は、酒類の卸売りを手がけビールびんの回収に

ノウハウを持つ桶谷社（奈良市）、原料提供の大和茶

販売社（同）、製造に能勢酒造社（大阪府能勢町）など

の協力を得、広く自治体等へ呼びかけ、新しいリユース

びん入り大和茶の商品化を実現しました。

･公開審査会プレゼンテーション風景

⇒ 2012年7月26日～8月31日：ポスター・Web等によるデザイン募集
⇒ 全国から集まったデザイン84作品から優秀賞5作品を選定
⇒ 9月11日～9月23日：奈良県立図書情報館にて展覧会
⇒ 9月22日：優秀賞5名による公開審査会でのプレゼンテーション、最優秀賞決定
⇒ 11 月21日：商品発売 

･同･エントランス風景 

･最優秀賞に選ばれた小西景子さん応募デザイン

･最終審査でプレゼンテーションを行なう小西さん

〈写真2段め左より〉

･デザイン･コンペティション&展示会公示ポスター

･奈良県立図書情報館での作品展示風景 


